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特集
ホームヘルパーの主張
　2014 年の年の瀬 12 月に入った集会は 75 名の参加者と介護保険とヘルパーの仕事
について熱いメッセージ 50 件近くが寄せられました。当日の様子をご紹介します。
　当日は石田先生が体調不良で欠席となりまして「ホームヘルパーの歴史」を希望さ
れ参加された方には、分科会を変更し、ご協力頂きまして、ありがとうございます。
また、事務局の不手際で資料が一部、後日となりました。不手際、お詫びを致します。

○ 介護保険を学ぼう
　　担当：森永さん（ホームヘルパー全国連絡会・介護福祉士）
　　　　：大山さん（「かいごの学舎」校長・社会福祉士）

○ 仕事を続けるモチベーション

もう少し中身に入った話ができると良かった。
分科会で討論でき、制度のポイントは良くわかっ
た。

今度の改正で介護保険自体の理念が崩れてし
まったような気がします。理念なき制度がとて
も怖く感じました。

新しい総合事業について概略を知ることができ
た。自立の概念が変わっていたことは驚きまし
た。

専門用語が多く学生の私には難しい点もありま
したが非常に参考に」なりました。

参加者の感想
〇

〇

〇

〇

　　担当：山崎さん（昭島市福祉研究所・介護福祉士）
　　　　：加藤さん（ホームヘルパー・介護福祉士）

初めての会合でした。あまりまとまりのない会
でしたが、自分のいるところとはかなり変わっ
ているなと思いました。本当はもっとじっくり
話をしたかった。聞きたいことがいっぱいあり
ました。またこのようなチャンスがあったら参
加させてください。

いろいろな立場の方がおりその立場それぞれか
らの意見が聞け参考になった。

賃金アップ、誇りをもてるように！現実は疲弊
したヘルパーがあちこちに！

参加者の感想
〇

〇

〇

分科会

サービスの概念、自立について変化を聞き驚きました。利用する人々へはどのように伝えられるか心配
です。専門職とボランティアとは利用者にとって区別できないだろうし、制度にふりまわされるのはや
り場がないと思いました。

〇
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○ 認知症の人への生活支援
　　話題提供者：森山先生（白梅大学教員）
　　　　　　　：樋口さん（ホームヘルパー・精神保健福祉士）
　　　　　　　：石川さん（ホームヘルパー・介護福祉士）
　　　　　　　：栗原さん（ホームヘルパー・介護福祉士）

公開討論会

前半的な話題に広がり認知症介護問題の多様性
幅広さが明らかになった。制度・仕組み・地域・
介護内容・家族の状況・スキル・医療 etc に及
んだ。継続して深めてほしいと思いました。

高齢者の立場で参加させていただきました。「今
だけ」「金だけ」「自分だけ」の三だけ主義とい
う言葉があるそうです。そういう世相を反映し
てかポピュリズムを利用した政治。高齢者自身
も、高齢社会で自分たちも負担増はやむなしと
いう考え方が広がっていく。なんか坂道を下っ
ていくというような感じですが当事者の立場か
らは「とにかく自分らしく生きたい」と思います。

参加者の感想
〇

〇

名司会：金山さん（株式会社 ケアワーク弥生・介護福祉士 )
コメンテーター：八木さん（東洋大学教員）
　　　　　　　：森永さん（ホームヘルパー全国連絡会・介護福祉士）

　NHK 討論会のようなイメージで、会場と一体になって、意見交換をしてみようと初めての「公開
討論会」を企画してみました。いかがでしたか？
　江戸川のたまり場で作成された手づくりの「イエス」「ノー」カードで意思表示をした　り、コメ
ンテーターのお二人のアドバイスを聞き、疑問や意見を出し合って、楽しい時間を過ごせたと思いま
す。

一人暮らしの人にとって人が訪ねてきてくれることはとても大事な時間です。作業だけでなくお話を聞いてもら
うことも時間内にいれてほしいです。心のケアのために。

ヘルパーを受け入れることを拒否。寝たきりになった利用者がヘルパーに暴力を振るうことがあり、一人では介
護できず複数で訪問して介護を行わざるを得ないケースがある。ヘルパーへの虐待も視野にいれるべきでは？

どんどん上がる介護保険料。税金のように強制徴収される。利用者も働く人も苦しめる。こんな悪法は廃止すべき。

認知症の方に対して世間の人は冷たい。もっと地域の人も感心をもって欲しい。移動時間が長い場合で雨の時大
変。生活援助より身体介護の方が報酬いいが、実際生活援助の時の方が大変な場合がある。

生活援助そのものに「その人の生き方」の本質がある。有志悪者のホームヘルプサービスが「その人の生き方」
を理解し、専門的な知識と技術を持って行うからこそ、その人の QOL の向上が望めるわけで、生活援助は誰がやっ
ても同じというものではない。差し伸べられる手 ( ケア ) の数が多ければ多いほどより豊かなケアを受けること
が出来るため、ボランティアの力を利用することは賛成であるが、現行の生活援助を全て市町村の生活支援を移
行すると、市町村によってサービスの格差が生まれることになる。少子高齢化社会が今後も進むであろう日本に
とっては介護保険制度について制度の立案改正だけの枠組みだけを行うのではなく、運営そのものを国がとりし
きっていくべきと思う。福祉職の待遇についてはまだまだ改善が必要な部分も多く、志を持った若い人材が魅力
を感じるような待遇になってほしいと感じる。

事前に寄せられた意見
＊

＊

＊

＊

＊

「介護崩壊」を招く危険な改定にスットップを！
　ヘルパーや介護職の専門性を認める内容には、程遠い 4 月からの介護報酬改定。求人倍率も 5 倍を超え、北区
では特養建設が中断する事態まで追い込まれています。そんな中、以下のような嬉しいメールを篠崎良勝先生か
ら頂きましたので紹介します。（原文のまま）

　【無形介護（D.R.I.P.）は介護職の専門性となる】
というメールを頂きました。
　本日、個人的には超嬉しい知らせ。
　東京都 K市における介護予防・日常生活支援
総合事業における訪問介護の部分で、市役所から
「無形介護（D.R.I.P.）は介護の専門性を発揮す
る中核部分であると考え、市でも十分認識してい
る」との回答がありました。市役所から無形介護
（D.R.I.P.）という言葉、ビックリっす。
　ここに至るまでの流れは１月に行った私の
D.R.I.P.の研修会に参加された介護事業所の方が、
「このD.R.I.P. の理論で市と報酬について話し合
うので、資料をください」と連絡があり、すぐに
すべてをお渡しし、私に代わってその方が K市に
説明をした結果です。上記のような市からのコメ
ントを得るのは想定できていましたが、その結果、
介護予防・日常生活支援総合事業における「訪問
介護の単価が見直すことになり、空白に戻った」
ということです。　つまり介護報酬単価の見直し
につながったということです。このやり方で国と
対峙すれば一発なのになぁ。
　さらに、市に対して「介護専門職が対応するか
ボランティアが対応するかの差はどこにあるの
か」の問いに対しても、市側から「対象者が無形
介護（D.R.I.P.）が必要かどうかによる」という
回答が得られています。

諦めず、情報を共有しながら、それぞれの自治体に働きかけを続けましょう！（編集部）

篠崎良勝氏は意識しにくい介護行為の新の価値、介護
の専門性を可視化する事を目的に、生活援助の行為の
際、介護者はどのような事を考えているのかについて
アンケート調査を実施し、その際に注出された視点 4
つの視点の頭文字をとって「DRLP」（ドリップ）と
紹介しています。ここでは要介護者のリクエストの多
い「掃除」の 60 項目に渡る視点を紹介します。

参考資料 ( 右 )

取り組み案内

読書会
『ケアの社会学』を読む

日時：3 月 16 日（月）10:00 ～ 12:00
会場：橋本亭（JR「千駄ヶ谷」下車徒歩４分）

参加費：200 円 

問い合わせ：橋本 080-1296-9930

この会は、「なかなか本が読めない」「読んでも
理解が追い付かない」という悩みを持つ介護職
が、気軽に集まって少しづつ読み進める会です。
今回は 10 章を読んでいきます。移動中の電車
の中で読んだだけでも良いので、そこまでで、
分からない言葉などを出す。感想を一言出す、
現場の事を話すことで交流しながら進めていま
す。お気軽にご参加下さい。
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最後は自分の家でと考えていますが、場合によっては施設利用になることあるだろうとも思います。その時にス
ムーズに入所できることを希望します。

生活を支える賃金に波があり不安定であること。ヘルパーの指導・援助体制が整備されておらず扱いがひどい事。

老人性うつ、精神疾患等で生活援助が必要な方がいる一方で、自立度の高い要支援認定を受けている方が生活援
助を受けている。そんなケアプランがよくないと言われればそれまでだが、生活援助のあり方に考えさせられま
す。

この仕事について 7 年になります。本当にこの仕事の必要性と、本当に大事な仕事と実感しています。なまはん
かな気持ちではつとまりません。良い仕事ではありますが、ヘルパーとして生活出来るかな？自立した生活が出
来るかな？出来ているかな？

専門職であるヘルパーが利用者宅に伺い、専門職としての視点で新たな課題を見つけてくれたことが多々ありま
す。利用者の身近にいることができ、生活面をサポートしてくれるヘルパーだからこそと思います。軽度者だか
らその視点は必要ないといった事はなく、ボランティアの活用でそれが補えるかに不安を感じます。

6 月から登録制のホームヘルパーから、同じところの社員ヘルパー（某介護系株式会社）になりました。利潤追
求と福祉の融和を謳っている会社です。現実には、売り上げ増のため、人材を育てないままの訪問介護事業所増
設を繰り返し、現場スタッフが過労か退職に追い込まれる、悪循環が生じています。質の高い介護を提供すれば
自ずと数字はついてくる、と上はハッパをかけますが、各自が無理の連続で、余裕と思いやりを失っています。
市場原理と福祉はやはり相性が悪いように思います。ある意味、社員より自由度の高い登録ヘルパーは不安定で
身分の保証無し。新卒など若い方が魅力を感じる働きかたとは思えません。
手厳しい言い方をすれば雇う側は、登録ヘルパーを人格のある働き手ではなく、便利グッズのように捉えている
気がします。（自分が社員になってそれが見えてきました）本日参加できないのは本当に残念です。個人がバラ
バラにされていることも状況が改善されない大きな理由と思うからです。是非、相互理解と、連帯を！

これから福祉職をめざす学生は変わりゆく制度や環境にどのように対応し勉学に励めば良いのか。

30 分・45 分・60 分と短い訪問が多くなり利用者の生活の様子を観察したり感じる余裕がない。決められた事
柄を時間内に終了させることに気がいってしまい利用者に寄り添うことができない。

1 日 9 時間の拘束の勤務時間のうち、訪問に費やす時間が５～ 6 時間になってしまうと、ケアマネへの報告やサー
ビス内容の見直し、ヘルパーへの指導といったサ責本来の業務が十分にできない。その上、給料は安い。いつま
でこの状態を我慢していればいいのか。本気で頑張れる何かがほしい。介護保険の先行きが不安いっぱいでがん
ばれない！

障害を持つ現在介護を利用している人が年齢を境に障害者福祉法から介護保険法に移行しなければならない。制
度の矛盾は大きなまちがいではないでしょうか。

仕事にみあう収入がもらえず気持ちが萎える！私のいるのはデイサービスですが、同じ法人の他の事業所も悩ん
でいます。

専門職でなければできないケアを磨いていきましょう。

2015 年 4 月から介護の現場が変わっていくのが不安です。認知症の家族の方、本人への影響は？

認知症ケアを行うにあたって夜勤中一人の時「帰りたい」と訴える利用者さんに対して何もできない。どうした
らいいかわからず、つい利用者さんに指示するような発言をしてしまう。

登録型・非常勤のヘルパーが安定して働き続けられるよう雇用の「仕組み」を変えていく必要があると思う。仕
組みづくりには現場の声が欠かせない。個々の人、事業者単位で難しい場合はこうした集まりでヘルパーの声を
もと集めていくといい。

新総合事業は廃止。介護保険財政内でサービス・賃金を賄う制度設計の廃止を！

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

論点が多岐にわたっていたけれど八木さん金山さん森山さんのおかげでうまく議論がかみ合ってよかったです。

皆さんの意識の高さにびっくりです。ヘルパーの専門性にもっと磨きをかけボランティア等に負けないよう利
用者との信頼関係を築き毎日楽しく仕事をしていきたいと思いました。

型式が新しくていろいろな意見が出て良かったと思います。

参加者の感想
〇

〇

〇

制度の中の「自立支援」のむずかしさを感じます。その人らしさを生きることをあと回しにしないようにして
ください。

生活援助ボランティアがする。サービスの利用料を低く設定した時、利用料が低いので多少サービスに型式が
不満があってもボランティアでよいという安上がりな悪い方向への流れにならないようにと思います。（今の学
童保育の放課後事業への一括化とボランティアへの移行を見ていて、ヘルパーが同じようにならなければよい
がと思いました )

いろいろな意見が聞かれ参考になりました。ケアマネジャーとして是非ホームヘルパーの専門性を発揮してい
ただき連携していきたいと思いました。

障害者介助・介護の歴史を調べると当事者を含めた「自立とは何か」という長い戦いがあったようなので、高
齢者介護にも同じような動きが働けばな！と思いました。今日はそのスタートを感じることができ幸いでした。

私はヘルパー・サ責を経験したケアマネジャーです。今日は部外者でしたが事業所内での軋轢が少しでもなく
なるよう……。参考になることがたくさんありました。

伝説のヘルパーという発言が面白かった。私たち一人一人が伝説のヘルパーなのだ。でもね、ヘルパー自身が
自立できない給与ではどうにもならないと思う。せめて年収 240 万は欲しい。でも現実は半分だ！

司会の楽しい運営に引き込まれ、コメンテーター 2 名の適切なアドバイスに励まされました。また、家事援助
の委託　イエスノーという討論は大変有意義なものでした。ぜひ記録集を作成していただければと思いました。

ややいまいち！分科会、討論会とも運営の方の携帯が鳴っていたがせめてマナーモードにするべきでは！でも
これだけの人数が集まる機会に感謝です。運営された方々ありがとうございました。

今は実際に関わりがないのですが。ヘルパーを行っていた時利用者宅を訪問してみると十人十色で生活が違う。
食材もある物で、掃除もあるもので行うことはその人なりの思いに合わせて時間で済ませることは大変だった。
もっと評価されても良いかと思う。

参加してよかったです。人間は「こま切れ」にすることはできません。そして社会保障削減は全ての高齢者の
生活の質の低下に関わるとも思います。（富裕層といわれるごく僅かな人のことはわかりませんが）ボランティ
アに専門性のない部分は任せればいいわ、などと言っているうちに生活介護のみならず全ての介護職の賃金に
影響し、やがては介護の質の及ぶだろうなと心配しているのです。マスコミの報道も？っていうこともありま
すし。介護保険発足当時の「介護の社会化」という理念はどこへ行ってしまったのでしょうね。
追：両親の介護見取りでヘルパー疑似体験をしたのだと思います。味の好み・洗い物の仕方・トイレットペーパー
はシングルかダブルかなどという些細なこと。両親の生活の中で築かれたものでした。高齢者のみならずみん
なそうだねと思っています。司会の方よかったです。お疲れ様でした。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇


